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● プラスチックリサイクルの方法と環境負荷について 

 

■ プラスチックリサイクルの手法と成果物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ リサイクル手法ごとの環境負荷の削減効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●マテリアルリサイクル、ケミカルリサイクル、サーマルリサイクルの３つの手法について、それぞれ

の環境負荷の削減効果の大きさを比較します。汚れや混入があっても、安定的に性能が維持される、

ケミカルリサイクル、サーマルリサイクルが、マテリアルリサイクルと比較して環境負荷の削減効果

が高いことがわかります。 

※ 冊子『プラスチックリサイクル 8 つのはてな』 P10 より抜粋 

※ 冊子『プラスチックリサイクル 8 つのはてな』 P18 より抜粋 

※その他プラ処理量 1kg あたり ※その他プラ処理量 1kg あたり 


